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資料

1 は じめ に

北海道の農業 は江戸時代末期か ら始 ま り，その歴史は

約130年 に過 ぎ な い。 しか し， 現 在 の 耕 地 両 横 は お よそ

1 2 0万 h aで あ り，全 国の 耕地 面積 の23％強 を 占め る に至 っ

ている。北海道ではその開拓が明治時代の屯田兵制度や

第2 次世界大戦後 （以下，戦後 とい う）の緊急 開拓な ど

の政 策 と して実 施 され て きた こ と も， 耕 地 面積 が急 速 に

増加 した 大 きな要 因 と考 え られ る。

そこで，北海道における耕地面積 の推移 と戦後 の農地

造成 に関する事業制度 を概述す るとともに，科学的でか

つ機 械 に よる造 成 が本 格 的 に行 わ れ る よ うに な った 農 業

基本法成立後 の農地造成 と主にそれに伴 う土居改良につ

いて述 べ る。

2 耕地面積の推移と戦後の農地造成 に関する

国営事業制度の沿革

北海道 における耕地面積の推移を図－ 1 （飯村 （1987））

に示す。第 1 次および第 2 次の世界大戦の前後 を除 き，

1 990 年まで北海道の耕地面積は増大 してお り，全国の耕

地面横 が 19 6 1年 の6 0 9万 h a を ピー クに 漸 減 して きた こ と

と対照的 であ る。戦後の耕地面積の増大は1950年代の急

速な増加 と，農業基本法成立後 の着実な増加 に分け られ

る。そこで，戦後 の農地の造成 に関す る事業制度の沿革

を示 す と表 － 1 の よ うに ま と め られ る。

北海道での戦後 の公的な農地造成は 1945年 11月の「緊

急開拓事業」に始 まった。 この 5 カ年計画は全国的規模

で， 155万 h aの 開墾 と10万 h a の干拓 を行 い， 10 0万 戸の

帰農 を促 進 し， 食 糧 の増 産 と失 業 の解 消 を図 る もので あ

り， そ の うち ， 70万 h a の 開 墾 と20万 戸 の入 植 が 北海 道

に割 当られた。 これ らの開拓事業において，農地造成作
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図 － 1 北海道におけ る耕地両横の推移

R g ．1 A cre age  c h a n g e  o f  a r a b l e l a n d i n  H o k k a i d o

業は人力や畜力 によるため，開拓作業 自体 を入植者 ある

いは農 家 が請 負 う こと が多 か った。

その後 ，わが国の復興 に伴い，社会情勢 も大 きく変化

した。 これに対応 して， 196 1年 に，農業基本法が制定 さ

れ，開拓 事業 も抜本的 に改革 され，規模拡大や適地適作

政策に基 づき農家個人の畑地 を造成す る開拓パイ ロット

事業が発足 した。この事業では幾横道成が本格的 に採用

され，受益者 と事業 の実施者 が完全 に分離 して行 われ る

ように な った 。 ま た， そ れ ま で の開 拓 事 業 は行 政 主 導 で

あったが，開拓パイロ ット事業 は受益者の申請 に基づ く
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表 － 1 国営 による農地の開発事業制度の沿革

T ab le l  C h a n g e s  o f  n a t i o n a l f a m l a n d  r e c l a m a t i o n  p r o j e c t s

区分 西暦 農地造成の事業 制度 の沿革 注） 般農

Ⅰ期

ⅠⅠ期

ⅠⅠⅠ期

1 945

1 947

1 949

1 953

1 954

1 95 7

1 96 1

1 96 1

1 96 9

1 970

1 989

1 989

1 992

緊急開拓事業実施

開拓事業実施

開拓地選定基準制定

開拓事業の廃止

国営開拓パイ ロット事業の発足

国営開拓パイ ロット事業の廃止

国営農地開発事業の発足

国営農地開発事業の廃止

国営農地再編 パイロ ット事業 の発足

食糧増産 5 ケ年計画の制定

酪農振興法 の制定

入植の抑制

農業基本法 の制定

開田の抑制，米の生産調整 の開始

新しい食糧・農業・ 農村 政策 の方 向の策定

注） ：この他，草地開発事業 （公共草地 の造成） と畑地帯総合土地改良パイ ロッ ト事業 も農用地の造成を実施

もの で あ り， 受 益 者 主体 の事 業 へ と大 き く変 化 した。 （×I
3 0馬力以上
トラ ク タ ー

（千台）
19 60年 代後半 には，米 は生産過剰 とな り， 1969 年 には

開田 が抑 制 され ， さ らに，稲 作転 換 が行 われ るよ うにな っ

た。 これ に符 合 して 水 田面 積 は 減 少 し始 めた 。 さ らに，

1 9 7 0年 に 開拓 パ イ ロ ッ ト事業 ほ 廃 止 され た。 そ して ，需

要の増大 が見通 され る畜 産物や果樹等の生産 の増強，あ

るいは経 営観揆拡大の推進等の総合的な観点 に立 って，

農家 の規模拡大 を的確に推進す る農地開発事業 が発足 し

た。

その彼，わが国の第 2 次あるいは第 3 次産業が世界的

規模 で発 展 す るに とも な い， 円高 が急 速 に進行 し， わが

国の農産物価格 が世界 に比べ高い もの となった。 このよ

うな情勢 を反映 して，農地造成の要望 が減少 した。 この

ため，1989年 には国営 の農地開発事業 は廃止 とな り，代

わって，既耕地 の整備を主眼 とし，既耕地 に錯綜す る農

地造成をも行 う国営農地再編パイ ロット事業が発足 した0

この ように，北海道における戦後の農 地基盤整備は，

Ⅰ期 ：終戦直後 から農業基本法成立 までの開拓・ 入植を

主体 と した時期 ，ⅠⅠ期 ：その後 の農業の選択 的拡大のた

めの農地の面的な拡大 の時期， そ して，ⅠⅠⅠ期 ：農地の質

的 な 向上 を図 る時期 へ と， 移行 して きた 。

そ して，農業基本法成立後，農家 の経営規模は拡 大す

る一方で，就農者数は減少 してお り， このため農作業 の

機枕化 さらに棟枕 の大型化が進展 して きた（図－ 2 ）○

このような大規模な横械 化営農を効率的かつ安全性の高

いもの とするため，農地造成や土居改良の整備水準 も変

化 して きた と考 え られ る。

（○ 】 （● ）

基幹的よ＃
従暮音数

（千人）

4 00

2 00

2 0ha以上
れ賓敦

（千戸）

2 0

1 0

0

＼
＼ ＼ X ／

ヽ ／
ヽ

ヽ、 ／

ヽ
＼

＼
ヽ

ヽ

ゝ．

／
ズ

ノ

／・′‾¶、－－－ヤー－－－－叫

2（X）

l（X ）

19 6 5 －7 0 ’75 ’8 0 ’8 5 －9 0

図－ 2 経 常規模20h a以上の農家数 ，基幹的農業従事

者 数 お よび30馬 力以 上 の乗 用 トラ ク ター台 数
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3 農地造成地の土地条件と土層改良

（石渡・斎藤（1989））

農地造成は未開の原野や山林を耕地化するものであ り，

基本的には地表 の原植 生を除去 あるいは処理す る障害物

処理作業 と，耕起砕土や土壌改良資材の散布・混和を行

う播種床造成作業 よ りなる。 そ して必要 に応 じ 條斜改

良（改 良山成工）や，土壌 の物理性 を改良す る暗渠，心

土破砕，客土，除礫 あるいは混居所 などの土居改良が行
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われる。北海道 には重粘土，泥炭土 あるいは粗粒火山灰

土などの物理性 の不良な土襲 が広 く分布す るため，農地

造成の大部分が土居改良を伴 った ものであ る。

国営 の開拓パイロッ ト事業 および農地開発事業 の対象

地の地 区所在地 と地域 別面積 を図－ 3 に示 した。

造成面積の広い釧路，帯広 および稚 内地域 での造成地

は，他の地域 より傾斜はゆ るやかであるが，湿性土襲の

割合 は50％ を超 え てい る （図 － 4 ）。 この 値 は この 3 地

域の農牧地お よび農牧適地 の湿性土串 の割合 （富岡悦郎

（1985 ））よ り高い。すなわち，釧路では泥炭土，湿性低

地土お よび湿性火山性土が，帯広では湿性火山性土が，

そして 稚 内で は 泥炭 土 が 重 点的 に造成 され て い る。 この

3 地域 の大部分が気象条件的に稲作に不適であ るので，

1 駆0年 までの農業は一般畑作 が指 向されていた。 したがっ

て，農地造成は乾性 な土筆を中心 とした開畑であ り，平

坦で あ って も湿 性 な土 壌 は造 成 か ら除外 され て い た こと

を物 語 って い る。 しか し， 19 5 3， 1 95 4 お よび 19 5 6 年 の大

冷害や各種の酪農振興 （畜産） を契横 として， 1960年前

後か ら草地の造成 が急増 した （蕨村 （1987））。 このため，

従来 ， 造 成 か ら と り残 され て い た低 平 な湿 地 が この造 成

対象 と して， 選 定 され る よ うに な った 。 これ は 大 規模 な

河川 改 修 や 明菜 の掘 削 に よ り排 水 が 可 能 と な った た め で

ある。そ して，陪渠排水の施工 や農地造成の機械化によ

り， 湿 地 の開 発 が大 規 模 に 行 わ れ る よ うに な った と考 え

られ る 。

一方，北海道農業の先発地である北海道南部の函館，

小樽お よび室蘭では，比較的温暖であ り，湿地を含む低

平地 は かな り古 くよ り水 田 と して耕 地 化 され て い た。 こ

面
稚
割
合

㈲

造成面 II
．（千ha ）

；丑 性 土

吋絹 排 水

牧丘山 成エ

比

率

伽）

l 00

80

60

10

ZO

O

地叫

け．1 2つ．6 1 5 ．3 3 ．8

56 5 2 70 1 5

55 5 1 引 】

Z  O0

1

1

つ
L

〃
45

0

苅

詑

，2

臥

粥

小

7

〓

～

3

光

［因

州
州
脚
仰山
鮒

［〓

出
…N
……
…醐
州州

皿
醐

［闘

NN
聞
州州
州仙
川

［同

州皿馴

［岡

山踊

［
同

州山川

［岡
鵬

［同

州山糾

問
闘

棚
岨
馴

開聞

州山鵬

闘弧

和

5■＜

8－15■

＞

図－4 地域別の造成面積 と，湿性土，暗渠排水 ，改良
山成工お よび傾斜別の面積割合
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のため， この 3 地域での造成面 積 は 2 千 ～ 4 千 h a と少

なく，土壌的 には函館 で台地土 （酸性褐色森林土）が，

室蘭では粗粒 火山灰土が，小樽でほ褐 色火山性土 が重点

的に造成 された。 したがって，傾斜地の割合 が高 く，改

良山成工 の割 合 も高いが，暗渠排水の割合は低 い。 これ

らの地域 では収益性の高い作物 が栽培 され るため，改良

山成工 に よ る造成 が 可 能 と な っ てい る。

札幌，旭川，留萌お よび網走 での造成地 の土地条件は

上記 2 者 の 中 間 的 な もの で あ り， 4 地 域 と も に 台 地 土

（主に酸性褐色森林土および疑似 グライ土）が重点的 に

造成 され てい る。

この よ うな 北海 道 にお け る 開発 対 象 地 の推 移 は， あ る

地域の開発適地 としての擾先順位 が，導入作物 の気象適

性だけでな く，主に，土木工辛 からなる河川や道路 の整

備と と もに， 土居 改 良 技 術 の進 捗 状 況 に よ って も異 な る

ことを改 めて 教示 す る もの で あ る。

経時的に造成面積は減少 してお り，傾斜地の面 積割合

は高 まっ てい る。 これ に伴 い ， 土壌 も湿 性 な もの か ら，

排水の良好 な土額 へ移行 し，低地土や泥炭土の割 合が減

少している。 このため，改良山成工や心土破砕の面積割

合が増加 し，暗渠排水の比率 は減少 してい る。

4 農地造成および土層改 良における土壌学的課題

1 ） 改良山成工と心土破砕

平坦な造成対 象地が少な くな り，傾斜地の割合が高 まっ

たが，大型機械による効率的な農作業 のため，大規模 で

緩傾斜の圃場 を農家 が要望 している。 このため，改良山

成工 に よ る造 成 が近 年 で は 大 半 を 占 め て い る。 ま た ，北

海道における改良山成工造成 ではすべてが表土扱 い作業

を伴 った もので あ る。 この作 業 に よ り， 性 状 の 良好 な表
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土を造成後の作 土 として確保す るだけでな く，造成後の

作土居厚 および性状の均 一化 も図 られている（S ak u m a

an d Takeuchi（1988））。したがって，表土扱い作業

ほ土居改良の一工程 と考 え られ る。

なお， 表土扱 い作業では運土の過程 において，粗粒質

土を除 き，表土扱 い層は圧縮や練返 しを受け，物理的性

状が劣悪化 し易 い。 この程度は施工時 の土壌水分 や含有

され る粘 土 鉱 物 に よっ て異 な る よ うで あ る （石渡 輝 夫 ら

（1994））。 また，改良山成工造成 地では過湿地 や土壌侵

食が 発 生 し易 い こ と も 各 地 で 指 摘 さ れ て い る （佐 藤

（19 8 5））。 これ らの 点 は今 後解 明 され ね は な らな い。

さらに，改良山成工 では表土戻 し直後 に心土破砕が施

工される。 この効果や持続性 も施工時 の土垂水分 や粒径

組成 に よ って 異 な り， こ の定 量 的 な解 明 も必要 で あ る。

2 ） 客土

国営農地開発事業における従来 の客土は泥炭土 に対す

る鉱質土客土，粗粒 火山灰土や砂丘土 に対する細粒質土

の客土， および重粘土に対す る粗粒質土の客土 の 3 種類

であ る。

客土対象地は地域性が強 く，同一頬型の土壌 でも客土

の要否ほ異 なる。泥炭土 の場合， 釧路地域では土居内に

降下火山灰や河川氾濫時 の土砂を含み，鉱質土含量が客

土の基準値 であ る60％ を上回 るため，客土は行 われてい

ない。現行 の客土基準 （表 －2 ：北海道開発局農業水産

部農業調査課 （1983 ））は作物収量 の観点か ら決定 されて

いる（斎藤 （1986））が，近年，重機械 による営農 が主体

とな ったため，主 に地耐 力増強の面から客土に対 する要

望が 高 ま っ てい る。 ま た， 本 号 に も報 告 され て い る よ う

にケイ酸補給の観点か らも泥炭土に対す る客土が行われ

るよ う に な っ て き た 。

一般に，粗粒火 山灰土の重力水孔隙 （水頭63cm 以下）

量は多 く，水は けは良いが，易有効水分孔隙 （水頭63～

1 0 0 0 c m ） 量 が少 な く， C E C も小 さ いた め ， 保 水 力 と保

肥力 は小 さい と考 え られ て い る。 した が って ，阻 粒 火 山

j 死土 に対 す る客 土 は これ らの増大 を 目的 と して行 わ れ る。

しか し，粗粒火 山灰土の軽石粒の発泡や腐朽の程 度は母

表－ 2 各種土額に対す る客土基準

T a b le 2 C rite ria  o f s o i l d r e s s i n g  o n  s p e c i f i c  s o i l s

材によって異な り，駒 ヶ岳 の噴 出物を母材 とす る土壌 で

易有効水分孔隙量は小 さく， カムイ ヌプ リ岳近傍の粗粒

火山灰土で大 きく，支第湖 および樟前 山近傍の粗粒 火山

灰土は両者の中間である（石渡 ら（199 3））。 したが って，

粒径組成だけでなく， これらの点 も考慮 した客土の施工

が必要 である。 なお，深 さ約60c m 以 内 に中～細粒質 な

埋没層を有す る粗粒火山灰土においてほ，混層耕あるい

は反転客土 などで対応 が可能であ る。

重粘土に対す る砂客土 は網走，留萌 および推内で行 わ

れていたが， 1979 年以降，海砂などの客土材の採取規制

が厳 し くな った こ とな ど の理 由 で ， あ ま り行 わ れ て い な

い。重粘土 に対す る砂客土では，水はけに関与 する重力

水孔隙は増加す るが，水持ちに関与す る易有効 水分孔隙

は増加 しな い こ とが指 摘 され て お り， 軽 石粒 堆 積物 の客

土が こ の面 で 有 効 で あ る こ とが 確認 され て い る （古 畑 ・

岩間 （1978））。

近年，上川や網走地域 の一部では軽石流 （火砕流）堆

積物を用 いた客土の要望 が高 まってお り，一部 地域 で行

われている。 この客土 では保水性が増加 し，営 農機械 の

走行 に よる土 簾 の 堅密 化 や 降 雨 後 の ソイ ル ク ラ ス ト（土

膜）生成 が抑制 され，作物の増収や品質 向上効 果だけで

なく， 易耕 性 の 改 善 も認 め られ る （横 井 ら （19 89））。

この ように，客土の基準は，営農親株 の大型化や土壌

あるいは栽培作物の特性 などを考慮 した新たな観点 か ら

の検 討 が必 要 と され て い る。

なお，客土はその運搬 に多大な経 費を要 し，土取 り場

の環境保全上の問題 もある。 また，客土 は原土の作物生

育に対 す る障 害 性 を改 善 す るた め に行 わ れ るが ， これ に

より，作土 の粒径組成 や化学的性質は変化す るが，原土

と客土が混和す るだけで，土壌構造は即時 には変 らない。

したが って，今後，有機物の多量投入 も含めた土壊構造

の改 良 策 を検 討 す べ きで あ ろ う。 さ らに客 土 に と もな う

土筆物理性 の変化 を科学 的に解 明す る必要 もあ ろう。

3 ） 暗渠排水

北海道では，粗粒質土を除 き，湿性 土壌 には水田だけ

でな く， 畑地 で も暗渠 排 水 が施 工 され る。 モ ミ殻 暗 渠 を

除く暗 渠排水 では， 一般 に，暗 渠管を敷 設後 ，被覆材

（笹，麦梓あるいは砂利 など） で覆 った後，掘削土が埋

戻され て い る。

しか し，暗渠施工数年後に暗渠の直上部に湛水 し，暗

渠排 水 の機 能低 下 を示 して い る 圃場 も あ る。 こ の よ うな

暗渠排水では図－ 5 （土壌保全研究室 （1994））に示す よ

うに， 埋 戻 し下 部 の容 積 重 は か な り小 さ く，膨 軟 な埋 戻

しがな され た と考 え られ る。 したが って ， 埋戻 し直後 に ，

この部 分 には か な りの重 力 水孔 隙 量 が存 在 した。 しか し，

この部分 は多水分状態 になるため，土塊が崩壊 し，重力

土壌 客土量の算出基準

泥炭土 鉱質土含量を60％以上にする

粗粒 質土
粒径 10u m 以下 の土粒子含量 を25％以上に

する

細粒 質土
粒径 20u m 以下 の土粒子含量を55％以下に

す る
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図－ 5 排水不良を呈す る暗渠排水の埋戻 し土 の物理性模式図

R g ． 5 S c h e m a tic s ofphysicalproperties of backfilled soilon the malfunctioned tu一光drainage

水孔隙 が水は けに関係 しな い水頭 63cm 以上の孔隙 に変

化した と言 え る （ この こ とは容 積 重 ， 腐植 含 量 お よび粘

土含量を用 いて算出 した圧縮度合や単位重量当 りの非有

効水分孔隙 （水頭 15850cm 以上）量の増加，あ るいは活

性二価鉄量 の増加などで傍証 された）。 このため，埋戻

し下部の透水性が透水不良な未擾乱部 と同程度 に低下 し

た。

一方，埋戻 し上部の容積重は透水不良な未撹乱部 とほ

ぼ等 し く， か な り圧縮 され た埋 戻 し状 態 に あ る。 これ は

陪渠排水の施工作業において，掘 削土 をすべて埋戻す こ

とや ，施 工後 の営 農 機械 の走 行 に よ るもの と考 え られ る。

このため，水はけに寄与す る重力水孔隙量が少な くなり，

透水 性 も低 下 して い る と考 え られ る。

この よ うに， 埋 戻 し上 部 お よび下 部 と もに， 重 力 水孔

隙量 が 少 な く， 透 水不 良 とな り， この た め に暗 渠 排 水 の

直上 部 で も湛 水 す るよ うにな った。

した が って， この よ うな圃 場 で は暗 渠 の掘 削 部 に掘 削

土を埋戻すのではな く，粗間隙を多量 に有す る，砂や貝

殻あ るい は砂 利 な どを， そ の 開場 の耕 種 管理 を考 慮 して

埋戻 す こ とが必 要 で あ る。

なお，陪渠排水の掘削形状はバ ックホーによる逆台形

で断面 積 の大 きな もの と， トレンチ ャ一 に よ る長 方 形 で ，

断面 積 の小 さ な もの に大 別 され る。 上 記 の よ うに，掘 削

部に掘削土以外の資材 を用い る場合には断面積の小 さな

トレソチ ャー掘 削 に よ り， 資 材量 を節 減 す る こ とが で き

る。 な お， バ ック ホー 掘 削 の 断面 で 埋戻 し資 材 が モ ミ殻

のよ うな場 合 には ，農 作 業 トラ クター の タイ ヤが 沈没 す

る恐 れ もあ る。 す な わ ち，埋 戻 し資 材 自体 に農 作 業機 械

の荷重に対す る支持力がない場合 には，掘削部の上幅を

タイヤ 幅 未満 とす る必 要 が あ ろ う。

泥炭地の陪渠排水で も暗渠 の直上部に湛水す ることが

ある。 この場 合に も埋戻 し部 の重力水孔 隙量 が少 ない

（石渡 （19 92 ））。 したがって，泥炭地において も埋 戻 し

部に重力水孔隙量 を確保 する施工が重要である。なお，

泥炭地で は造成後，圃場 の凹地形化 と，蹄場 内での不等

沈下 な ど に よ る凹 凸が形 成 さ れ る事 が 多 い。 この解 明 と

その対策 も排水不 良の解 決に重要 と考 えられる。

5 おわ りに

改良山成工における表土扱 い作業や各種の土居改良は

耕土 の改 善 を 目的 と して 行 わ れ て い るが ， そ の作 業 自体

によ り， あ るい は その 後 の土 壌 の変 化 に よ り， 弊 害 が 発

生して い る場 合 もあ る。 これ らを 明 か に し， そ の改 善 を

図ることは今後の農地基盤整備 において重要 な課題で あ

る。また，上記のよ うな造成 や土居改良の工事 が主 に，

出来上 が りの 寸法 （出 来 塾） を依 りど ころ に施 工 され る

ことに も課 題 が残 され て い る。 作 物 培 地 と して の土 壌 は

保水性 と通気・通水性を共に有す る必要があ り，道路工

事や河ノ≠工事の ように強度のみあるいは速水性 のみが重

要視 され る道 路 や堤 防 な どの工 作 物 とは 全 く異 な る。 し

たがって，各種の土層改良などの農地 にかかわる工事が

大型機棟 で行われる現在，土襲 と しての特性 に留意 して

これ らが施 工 され る こ とが， あ らた め て 強調 され ね ば な

らな い 。
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